
支
え
る
会
に
ご
賛
同
頂
い
て
い

る
皆
様
、
ご
無
沙
汰
し
て
い
ま
す
。

７
月
の
通
信
で
は
、
現
状
を
報
告

し
、
６
月
よ
り
２
月
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
闘
争
支
援
を
再
開
す
る
こ
と
を

ご
報
告
し
ま
し
た
。
６
月
、
８
月
、

10
月
と
３
回
に
わ
た
り
、
２
月
か

ら
９
月
末
ま
で
の
活
動
助
成
を
、

Ｃ
Ｃ
Ｕ
争
議
団
、
乗
員
争
議
団
、

Ｊ
Ｈ
Ｕ
争
議
団
に
お
届
け
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
活
動
助
成
は

各
グ
ル
ー
プ
か
ら
活
動
費
報
告
を

頂
き
、
比
例
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

本
年
２
月
以
降
、
支
え
る
会
か

ら
の
賛
同
継
続
の
お
願
い
も
お
届

け
し
て
な
い
中
、
７
月
通
信
送
付

後
に
は
４
５
０
人
の
皆
さ
ん
か
ら

会
費
の
振
り
込
み
を
頂
き
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
は
７
月
に
入

り
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
が
７
月
14
日
に
会
社

提
案
に
合
意
、
乗
員
組
合
は
７
月

22
日
の
組
合
大
会
で
会
社
提
案
を

合
意
し
、
７
月
29
日
に
会
社
と
協

定
書
な
い
し
合
意
書
の
締
結
と
な

り
ま
し
た
。
７
月
31
日
に
は
両
組

合
名
で
「
整
理
解
雇
問
題
解
決
に

関
す
る

Ｊ
Ｆ
Ｕ
／
Ｃ
Ｃ
Ｕ

共
同

声
明
」
が
発
せ
ら
れ
、
支
え
る
会

に
も
届
き
ま
し
た
（
別
紙
ご
参
照

く
だ
さ
い
）
。

一
方
、
Ｊ
Ｈ
Ｕ
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
被
解

雇
者
労
働
組
合
）
と
Ｊ
Ｆ
Ｕ
を
大

会
前
に
脱
退
し
た
乗
員
争
議
団
は

納
得
の
い
く
解
決
を
求
め
て
闘
い

を
継
続
し
て
い
ま
す
。
御
巣
鷹
山

の
事
故
か
ら
37
年
目
と
な
る
前
日

８
月
11
日
に
は
乗
員
争
議
団
の
参

加
も
受
け
、
羽
田
空
港
に
お
い
て

争
議
の
全
面
解
決
を
求
め
る
ア
ッ

ピ
ー
ル
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
撤
回
国
民
支

援
共
闘
会
議
は
、
２
労
組
の
終
結
、

Ｊ
Ｈ
Ｕ
と
乗
員
争
議
団
の
闘
争
継

続
を
う
け
て
、
10
月
６
日
開
催
し

た
支
援
共
闘
幹
事
会
で
、

①
Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
撤
回
支
援
共

闘
の
解
散
を
総
会
に
提
案
す
る
。

②
争
議
を
継
続
す
る
原
告
の
支
援

に
つ
い
て
は
、
新
た
に
支
援
体

制
を
構
築
す
る
方
が
よ
り
力
を

発
揮
す
る
体
制
が
築
け
る
と
考

え
る
。
ま
た
新
た
な
支
援
体
制

の
在
り
方
等
に
つ
い
て
は
、
各

団
体
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と

が
現
実
的
か
つ
妥
当
な
対
応
と

考
え
る
。

③
Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
撤
回
支
援
共

同
以
降
の
運
動
を
振
り
返
り
、

争
議
の
「
ま
と
め
」
（
到
達
点

と
残
る
課
題
等
）
を
行
う
。

を
確
認
し
て
11
月
２
日
の
総
会

開
催
を
決
定
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
「
い
ず
れ
の
選
択

も
理
解
し
尊
重
す
べ
き
も
の
と
考

え
る
」
、
「
１
６
５
名
の
不
当
解

雇
撤
回
争
議
を
全
面
解
決
す
る
ま

で
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
痛
恨

だ
が
、
主
た
る
責
任
が
日
本
航
空

と
政
府
に
あ
る
こ
と
は
改
め
て
指

摘
し
て
お
き
た
い
」
と
し

１
．
支
援
共
闘
会
議
の
解
散

２
．
11
期
（
２
０
２
０
年
12
月
１

日
～
２
０
２
２
年
９
月
30
日
）

決
算

３
．
剰
余
金
の
処
分
案

以
上
の
議
案
を
確
認
し
ま
し
た
。

支
え
る
会
は
支
援
共
闘
の
動
き

を
見
つ
つ
、
闘
い
を
継
続
す
る
被

解
雇
者
を
支
援
す
る
と
い
う
会
の

設
立
趣
旨
に
則
り
、
引
き
続
き
活

動
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
き
ま
し

た
。
10
月
28
日
の
運
営
委
員
会
で
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乗
員
組
合
（
Ｊ
Ｆ
Ｕ
）
と

キ
ャ
ビ
ン
ク
ル
ー
ユ
ニ

オ
ン
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
）
の
２

組
合
は
争
議
終
結

Ｊ
Ｈ
Ｕ
並
び
に
乗
員
争
議

団
は
闘
い
を
継
続

国
民
支
援
共
闘
会
議
は

解
散
に

Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争
を
支
え
る
会

は
争
議
解
決
に
向
け
闘
う

被
解
雇
者
へ
の
支
援
を
継

続

2022年8月11日羽田アッピール行動
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雇
用
契
約
を
一
方
的
に
破
棄
さ

れ
た
被
解
雇
者
に
対
し
て
、
雇

用
に
よ
ら
な
い
働
き
方
の
提
供

で
は
権
利
の
回
復
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
ま
た
、
２
０
１
６
年
９

月
に

高
裁
で
断
罪
さ
れ
た
不

当
労
働
行
為
事
件
に
つ
い
て
は

全
く
言
及
し
て
い
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
解
雇
の
狙
い
は
「
モ

ノ
言
う
労
働
者
の
排
除
」
と

「
労
働
組
合
の
弱
体
化
」
に
あ

り
ま
し
た
。
世
界
の
航
空
業
界

に
例
の
な
い
ベ
テ
ラ
ン
乗
務
員

の
解
雇
は
経
験
軽
視
の
表
れ
で

空
の
安
全
に
逆
行
す
る
も
の
で

す
。Ｊ

Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
撤
回
争
議

団
が
闘
い
を
継
続
で
き
た
の
は
、

「
支
え
る
会
」
の
皆
様
や
支
援

両
労
組
と
会
社
と
の
合
意
内

容
に
は
「
再
雇
用
施
策
」
の
名

目
で
の
『
業
務
委
託
契
約
』
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
「
雇
用
に

よ
ら
な
い
働
き
方
」
で
あ
り
、

「
働
き
方
改
革
」
の
名
で
政
府
・

財
界
が
企
図
し
て
い
る
政
策
を

先
取
り
す
る
も
の
で
す
。
「
雇

用
に
よ
ら
な
い
働
き
方
」
は
、

労
働
基
準
法
や

低
賃
金
法
な

ど
労
働
関
連
法
が
適
用
さ
れ
ず
、

使
用
者
が
責
任
を
負
わ
な
い
自

己
責
任
の
働
か
せ
方
で
す
。
こ

れ
に
は
「
格
差
と
貧
困
」
の
拡

大
に
繋
が
る
こ
と
か
ら
ナ
シ
ョ

ナ
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
労
働
団

体
が
反
対
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

団
体
な
ど
多
く
の
方
々
か
ら
物

心
両
面
の
支
援
が
あ
っ
た
か
ら

で
す
。
私
た
ち
の
闘
い
は
、

「
労
働
者
の
権
利
」
を
守
る
闘

い
で
あ
り
、
「
空
の
安
全
」
に

繋
が
る
も
の
で
す
。
私
た
ち
は

納
得
で
き
る
回
答
を
目
指
し
て

引
き
続
き
闘
い
を
継
続
さ
せ
ま

す
。
引
き
続
き
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
被
解
雇
者
労
働
組
合

委
員
長

山
口
宏
弥

は
支
え
る
会
事
務
局
体
制
、
運
営

委
員
の
交
代
を
早
急
に
は
か
る
こ

と
、
通
信
の
発
行
を
確
認
し
ま
し

た
。
な
お
、
同
日
の
運
営
委
員
会

で
支
援
共
闘
の
津
恵
事
務
局
長
、

客
乗
争
議
団
の
内
田
元
団
長
他
よ

り
、
争
議
支
援
に
対
し
報
告
と
お

礼
を
受
け
ま
し
た
。

闘
い
を
継
続
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー

は
35
名
で
す
。
今
闘
い
を
継
続
す

引
き
続
き
支
え
る
会
へ
賛

同
と
会
員
の
継
続
、
拡
大

を
心
か
ら
呼
び
か
け
ま
す

る
争
議
団
を
応
援
し
よ
う
と
「
Ｊ

Ａ
Ｌ
争
議
の
早
期
全
面
解
決
を
め

ざ
す
実
行
委
員
会
」
が
立
ち
上
が

り
ま
し
た
。
各
地
で
の
運
動
も
始

ま
り
、
12
月
８
日
に
は
「
Ｊ
Ａ
Ｌ

争
議
の
早
期
全
面
解
決
を
め
ざ
す

12
・
８
総
決
起
集
会
」
（
文
京
区

民
セ
ン
タ
ー
３
Ａ
会
議
室
）
が
呼

び
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
関
東
地

域
の
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。支

え
る
会
の
会
員
の
皆
様
に
は
、

引
き
続
き
支
え
る
会
会
員
と
し
て

の
継
続
と
会
員
拡
大
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。
２
０
１
１

私
た
ち
は
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
で

闘
い
を
継
続
し
ま
す

日
本
航
空
乗
員
組
合
（
Ｊ
Ｆ

Ｕ
）
と
キ
ャ
ビ
ン
ク
ル
ー
ユ
ニ

オ
ン
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
）
は
、
７
月
29

日
に
「
協
定
書
」
（
Ｊ
Ｆ
Ｕ
）

と
「
合
意
書
」
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
）
を

そ
れ
ぞ
れ
締
結
、
11
年
７
カ
月

に
及
ぶ
両
労
組
の
闘
い
に
終
止

符
が
打
た
れ
ま
し
た
。

両
労
組
の
闘
い
は
終
結
し
た

も
の
の
、
昨
年
末
に
Ｃ
Ｃ
Ｕ
所

属
の
被
解
雇
者
組
合
員
19
名
が

執
行
部
方
針
に
反
対
し
て
Ｊ
Ｈ

Ｕ
に
加
入
、
ま
た
Ｊ
Ｆ
Ｕ
所
属

支
え
る
会
の
皆
様

お
知
り
合
い
の
方
に

支
援
の
呼
び
か
け
を
お

願
い
し
ま
す
。

の
被
解
雇
者
組
合
員
16
名
が
、

７
月
22
日
の
臨
時
大
会
前
日
に

組
合
脱
退
届
を
提
出
す
る
な
ど
、

今
回
の
２
労
組
の
争
議
終
結
が

被
解
雇
者
の
総
意
に
基
づ
く
解

決
と
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
被
解
雇
者
労
働
組
合

（
Ｊ
Ｈ
Ｕ
）
は
、
昨
年
４
月
の

結
成
直
後
か
ら
両
労
組
に
連
携

を
呼
び
掛
け
て
き
ま
し
た
。
ま

た
今
回
の
解
決
案
に
つ
い
て
も
、

意
見
交
換
を
呼
び
か
け
ま
し
た

が
、
両
労
組
は
「
Ｊ
Ｈ
Ｕ
と
は

共
闘
し
な
い
」
と
の
方
針
を
持

ち
、
残
念
な
が
ら
Ｊ
Ｈ
Ｕ
と
の

意
見
交
換
は
一
切
行
わ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

年
11
月
に
Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争
さ
さ
え
る

会
が
発
足
し
て
11
年
目
と
な
り
ま

す
。
２
月
以
降
個
々
に
会
員
継
続

の
お
願
い
を
お
送
り
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
、
７
月
以
降
に
す
で

に
振
り
込
み
を
頂
い
た
方
々
を
除

き
、
11
月
を
切
り
替
え
月
と
し
て

改
め
て
会
費
納
入
の
振
り
込
み
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

事
務
局
長

柚
木
康
子

団 長 鈴 木 圭 子

副 団 長 小 栗 純 子

事務局長 宝地戸百合子

団 長 近 村 一 也

副 団 長 和 波 宏 明

副 団 長 谷 口 正 明

事務局長 斉 藤 晃

JAL不当解雇撤回争議団 新役員紹介

全面解決まで頑張ります！
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２
０
１
０
年
12
月
に
解
雇
予

告
通
知
が
届
い
た
と
き
、
当
時

の
人
員
削
減
計
画
は
２
０
１
０

年
度
末
つ
ま
り
２
０
１
１
年
３

月
31
日
時
点
で
の
達
成
目
標
で

し
た
。
当
時
そ
の
目
標
と
の
関

係
は
一
切
説
明
さ
れ
ず
、
面
接

で
は
た
だ
「
あ
な
た
の
活
躍
の

場
は
無
い
」
と
言
わ
れ
た
だ
け

で
し
た
。
解
雇
さ
れ
た
当
時
の

営
業
利
益
は
２
０
１
０
年
度
の

目
標
６
４
１
億
円
を
大
き
く
上

回
る
１
５
８
０
億
円
の
利
益
を

上
げ
て
お
り
、
稲
盛
会
長
（
当

時
）
の
言
葉
を
借
り
る
ま
で
も

な
く
必
要
の
な
い
解
雇
が
強
行

さ
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
そ
の
裏
で
は
、
組
合

の
争
議
権
投
票
に
介
入
す
る
と

い
う
違
法
行
為
ま
で
行
わ
れ
て

い
た
の
で
す
。

そ
の
結
果
私
は
日
本
航
空
と

い
う
企
業
の
都
合
の
み
に
よ
っ

て
、
強
制
的
に
自
分
の
人
生
設

計
を
変
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

当
時
子
供
達
は
大
学
２
年
生
と

高
校
3
年
生
、
家
の
ロ
ー
ン
も

残
っ
た
状
態
で
し
た
。

上
の
子
の
成
人
式
、
下
の
子

の
大
学
入
学
時
、
自
分
は
無
職

と
い
う
情
け
な
さ
は
今
で
も
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
理
不
尽
を
許
さ
な
い

た
め
に
は
闘
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
が
、
ま
ず
は
生
活
を
安
定
さ

せ
な
け
れ
ば
そ
れ
も
叶
わ
な
い

と
考
え
、
収
入
の
糧
を
得
る
こ

と
を
ま
ず
考
え
ま
し
た
。
幸
い

拾
っ
て
く
れ
る
企
業
が
あ
っ
た

の
で
、
子
供
た
ち
は
二
人
と
も

大
学
を
卒
業
、
ロ
ー
ン
の
返
済

も
終
わ
り
ま
し
た
。

自
分
の
人
生
は
自
分
で
決
め

て
い
い
は
ず
で
す
。
そ
の
た
め

に
憲
法
に
は
主
権
者
国
民
の
権

利
が
保
障
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
だ
か
ら
こ

そ
企
業
の
都
合
で
、
強
制
的
に

解
雇
す
る
こ
と
に
は
高
い
ハ
ー

ド
ル
が
あ
る
は
ず
で
、
日
本
航

空
が
強
行
し
た
よ
う
な
こ
と
が

ま
か
り
通
っ
て
、
企
業
が
必
要

と
思
え
ば
何
で
も
で
き
る
な
ど

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ら
私
た

ち
労
働
者
は
た
ま
り
ま
せ
ん
。

そ
の
後
２
０
１
４
年
度
ま
で

凍
結
さ
れ
て
い
た
パ
イ
ロ
ッ
ト

要
員
の
採
用
も
２
０
１
５
年
度

か
ら
再
開
さ
れ
、
ま
だ
現
役
世

代
と
し
て
復
帰
で
き
る
パ
イ
ロ
ッ

ト
の
被
解
雇
者
も
い
る
中
で
、

一
人
も
原
職
復
帰
が
叶
わ
な
い

な
ど
と
い
う
こ
と
は
到
底
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
。

私
に
と
っ
て
こ
の
闘
い
は
２

０
１
０
年
12
月
31
日
に
踏
み
に

じ
ら
れ
た
人
権
を
取
り
戻
す
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
会
社

の
都
合
に
自
分
を
当
て
は
め
る

の
は
二
度
と
ご
め
ん
で
す
。
こ

の
ま
ま
で
は
終
わ
れ
ま
せ
ん
。

乗
員
争
議
団
団
長

近
村
一
也

会
社
都
合
の
解
雇
は

ゴ
メ
ン
だ
！

解決案提示でも不当労働行為

東京都労働委員会ではJALと国土交通省の団体交渉拒否でこれ

までそれぞれ11回と3回のの調査が行われています。

11月10日には６月のJALからの解決案（業務委託による業務の

提供）の提示時期や内容が乗員組合とキャビンクルーユニオン

２労組と全く異なる扱いをし、差別をしてきたことから、東京

都労働委員会に対し、会社の行為は、併存組合下の使用者とし

て求められる中立保持義務、平等取扱い義務に違反し、労働組

合法第７条３号の支配介入に該当するとして、不当労働行為救

済命令を

求めて改

めて申し

立てを行

い、その

後記者会

見を行い

ました。

写真で見る争議団の闘い

ＪＨＵ争議団と乗員争議

団は、8月以降も納得いく

解決まで闘うと、各地で様々

な取り組みを行って来まし

た。

以下写真で報告します。

8月12日 松山空港宣伝行動

8月12日 岡山空港宣伝行動



支える会ホームページhttp://sasaerukai.com/

第46号 不当解雇とたたかう日本航空労働者を支える会通信 （略称・支える会） 2022年12月号 （４）

9月15日 東京地評争議支援行動

10月24日 横浜駅宣伝行動 9月29日 高田駅前宣伝行動 9月24日 ツーリズムジャパン行動

11月2日 団体交渉、ビル前宣伝行動 10月26日 東京総行動本社前行動 10月25日 有楽町マリオン前宣伝行動

11月11日 国交省前宣伝行動 11月7日 浦和駅東口宣伝行動 11月7日 JALプラザ前宣伝行動

11月22日 東京北部決起集会 11月18日 国会前宣伝行動 11月14日 本社前宣伝行動

9月18日 大阪駅宣伝9月18日 京都・大手筋商店街宣伝



                  

整理解雇問題解決に関する JFU/CCU 共同声明 

 

2010 年 1 月 19 日、日本航空は経営破綻し、同年 12 月 31 日、運航乗務員 81 名、客室乗務

員 84 名（計 165 名）の整理解雇が強行されました。 

 日本航空乗員組合（JFU）と日本航空キャビンクルーユニオン（CCU）は、被解雇者の方々が地 

位確認（解雇無効）を求めて提訴した裁判を全面的に支援しました。地位確認裁判では敗訴となり

ましたが、ほぼ同時に行われた不当労働行為裁判においては、解雇に至る過程で会社が両組合への

争議権投票に介入した事実が認められ、組合側の勝訴となりました。 裁判終結後、解雇問題の解

決は二労組（JFU/CCU）による会社との話し合いに委ねられました。 二労組は、ILO 結社の自由

委員会へ救済の申し立てを行うとともに、「日本航空の不当解雇撤回を めざす国民支援共闘会議」

をはじめとする全国的な支援、国内外の航空の仲間の支援を受け、原 告団と共に 11 年半を超え

る様々な取り組みを進めてきました。  

2018 年 5 月には、労務方針の変更が発表され「整理解雇問題の解決に踏み出す」との会社発言

に至りました。この背景には、全国に広まる支援団体の活動や、4 回に亘る ILO 勧告が大きく会

社の背中を押したことは間違いありません。会社は「雇用で解決を目指す」として再雇用施策（地

上職としての職場復帰）が推し進められてきました。その結果、二労組から合わせて 8 名の 被解

雇者の方々が地上職への復職を果たしています。  

2022 年 6 月 23 日および 24 日に会社から希望者全員への業務委託契約とともに、解雇問題解 

決に関する協定書・合意書が提案されました。二労組はそれぞれ被解雇者組合員を始めとする組合

員の意見を集約し、執行委員会で合意方針を決定、組合大会での確認をいたしました。  

「整理解雇問題解決に関する協定書・合意書」の内容は以下の通りです。  

 11 年に亘り労使双方の懸案事項となっていた整理解雇問題の解決を通じて労使関係の信頼 

関係の正常化に努力する。  

 健全な労使関係の安定化が「安全運航の基盤」のひとつであることを確認する。  

 この解雇が社内外に与えた影響の大きさを十分に認識するとともに、今後二度と整理解雇 

が生じることがないよう、経営の安定化に向けて努力する。  

 被解雇者組合員に対し、希望者全員を対象とした業務機会の提供を行う  

労使関係の正常化に向けての確認事項は、二労組の要求に応える内容となっており、また、被解

雇者組合員全員を対象とした業務機会の提供も、被解雇者組合員に前向きに受け止められる回答と

評価するに至りました。  

2022 年 7 月 29 日、二労組と会社は、「整理解雇問題解決に関する協定書」（JFU）・「整理解雇 

問題解決に関する合意書」（CCU）に調印し、整理解雇問題を解決し、争議を終結することとなり 

ました。調印にあたっては、赤坂社長から被解雇者一人ひとりに宛てた名誉回復をはかるレターが

二労組代表に手渡されました。  

争議終結により整理解雇を巡る労使間の紛争状態は解消されますが、二労組が整理解雇を容認 

したということではありません。協定書・合意書には、「会社は今後二度と整理解雇が生じること 

がないよう、経営の安定化に向けて努力する。」と謳われており、二労組の雇用を守る取り組みに 

別添 



はいささかの変化もありません。コロナ禍等で業績が悪化する中、日本航空で雇用が確保され続け

たことも、これまでの整理解雇問題への取り組みの成果と言えます。 

解決に至るまで、ほんとうに長く苦しい闘いとなりました。労働者として最大の犠牲を強いられ

た被解雇者の皆さんとご家族のはかりしれない経済的かつ心理的負担、苦悩と苦渋をもたらした

日々は 11 年７ヶ月の長きに及びました。 解雇という、労働者として、人として、物心両面に於

いて非常に厳しい状況に置かれながら、粘り強くあらゆる取り組みを行い、現役の雇用確保にも心

を寄せ続けてきた被解雇者の方々に対し、二労組として改めて敬意を表します。  

この争議解決の日を迎えることができたのは、多くの組織や個人の方々からの温かく心強い支 

援に勇気づけられてきたからに他なりません。これまで厚いご支援を頂いた皆さまに、二労組より

心からの感謝を申し上げるとともに、ここに整理解雇争議の終結を表明いたします。 

 

2022 年７月３1 日  

日本航空乗員組合 

日本航空ｷｬﾋﾞﾝｸﾙｰﾕﾆｵﾝ 


